
家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

の手
て

引
び

き（24年度版）

御代田町教育委員会の考える人間力とは
１．生涯学び続け、個として自立し、他者を尊重し、絆を深め共感的に生きる力
２．責任と義務を遂行し、規範を守り、より良い社会の建設に主体的にかかわる力
３．歴史や伝統を尊重し、豊かな地域社会や文化形成に向け創造的に行動する力

教育委員会　町民課こども係　3校校長会　連合PTA

町民の皆さまへ

　急激な社会情勢の変化などに負けず、生き抜いていけるためにも人間力を高めることが必要ではないかと考えま
す。特に幼・保、小・中学校時代は、人間力を身につける基礎を育み、身につける大切な時期です。家庭や学校、社
会の中で、わがままを押さえ、相手を大切にし、協力し合い、絆を深め、目標を持って学び、社会に貢献できるよ
う努力をしていく生き方を培う基礎は、家庭にあります。
　そこで、24年度版「家庭生活の手引き」を作成しましたので、今年も町民の皆さまの取り組みをお願いします。
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＊親子、家族で一緒に声に出して読み、わが家でできていること、不十分なこと、親の願いなどを話し合い、目標を持てるようにしましょう。
＊わが家で取り組むことを話し合って記入し、見える所にはっておいて、家族みんなで協力して毎日取り組みましょう（わが家の家訓）。
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～　人間力を高めるために　～ 24年度版

御代田町の将来を託す子どもたちが、人間力や生き抜く力の基礎を身に付け、心身と
もに健康で逞しく育つことを願って、平成24年度版「子育て10ヵ条」を作成しました。
家族の見えるところへ貼り、忘れないようときどき見て、実行をお願いします。

教育委員会　町民課こども係　3校校長会　連合PTA
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